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2024年度中学入試報告会

神奈川大学附属中学校



出題方針・ねらい

◆基本～標準レベルの問題

◆第1回～第3回の難易度は変わらない



2024年度入試 出題内容

大問 第１回 第２回 第３回

１ 計算問題（４問） 計算問題（４問） 計算問題（４問）

２ 小問集合（６問） 小問集合（６問） 小問集合（６問）

３ 図形（平面） 規則性 図形（平面）

４ 割合と比 図形（平面） 規則性

５ 図形（立体） 条件の整理 割合と比（グラフ）

６ 割合と比（グラフ） 割合と比（グラフ） 条件の整理



2024年度入試結果【算数】

第１回 第２回 第３回

受験者 最高点 100 100 92

最低点 10 5 7

平均点 63.4 69.2 55.1

合格者 最高点 100 100 92

最低点 52 52 51

平均点 77.4 80.8 74.6

第１回
点数 受験者 合格者

96~100 5 5

91~95 20 20

86~90 40 40

81~85 47 44

76~80 60 55

71~75 76 49

66~70 62 33

61~65 69 27

56~60 62 14

51~55 65 3

46~50 58

41~45 48

36~40 24

31~35 17

26~30 9

21~25 4

~20 6

合計 672 290

第２回
受験者 合格者

6 6

18 17

44 38

69 43

83 39

110 33

98 19

76 5

60 1

37 2

19

18

11

6

4

1

5

665 203

第３回
受験者 合格者

1 1

6 4

8 5

11 9

22 6

44 5

33 3

47 3

50 1

48

23

33

12

7

4

4

353 37



「正答率・問いのねらい・講評」を本校ホームページに掲載しています。

2024年度入試結果【算数】



今年度の入試を振り返って

◆ １ 計算問題

例年通り、正答率は高い。

合格者と不合格者の間に

そこまで大きな正答率の差は見られない。

⇒ 計算はミスなく、できるようにするべき！



今年度の入試を振り返って

◆ ２ 小問集合

ここから少しずつ合格者と不合格者の間に

正答率の差が見られる。



今年度の入試を振り返って

◆ ２ 小問集合

合格者と不合格者の間に正答率の差があった問題①

例）第１回 ２（４）



今年度の入試を振り返って

◆ ２ 小問集合

合格者と不合格者の間に正答率の差があった問題②

例）第２回 ２（５）



今年度の入試を振り返って

◆ ２ 小問集合

合格者と不合格者の間に正答率の差があった問題③

例）第３回 ２（４）



今年度の入試を振り返って

◆ ２ 小問集合

⇒ いずれの問題も、本校の過去問で

見かけたことがあるような問題なので

しっかりと過去問演習することが重要！



今年度の入試を振り返って

◆ ３ ～ ６

合格者と不合格者の間に正答率の差は

見られるが、問題によって傾向が異なる。



今年度の入試を振り返って

◆ ３ ～ ６

(２)以降に正答率に差が見られた問題

例）第３回

３



今年度の入試を振り返って

◆ ３ ～ ６

すべての小問で正答率

に差が見られた問題

例）第１回 ６



今年度の入試を振り返って

◆ ３ ～ ６

⇒ 本校の過去問で見かけたことがあるような

問題もあるので、大問だからといって、あき

らめることなく、小問（１）から、しっかり

と取り組んでいくことが重要！



受験生へのメッセージ

◆計算はミスなくできるように、

毎日計算練習に取り組みましょう！

◆基礎的な内容を理解できたら、

過去問演習に取り組んで、

本当に理解できているか確認しましょう！


